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一
九
二

は
じ
め
に

　

楊
雲
萍
（
一
九
〇
六―

二
〇
〇
〇
）
は
、
士
林
楊
家
の
來
臺
六
代
目
と
し
て
生
を

受
け
た
。
祖
父
爾
康
氏
は
、
著
名
な
詩
人
で
士
林
の
名
士
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
祖

父
の
薰
陶
の
も
と
、
傳
統
的
知
識
人
と
し
て
の
敎
育
を
受
け
る
と
同
時
に
、
地
元

の
公
學
校
、
臺
北
第
一
中
學
校
な
ど
で
學
ん
だ
あ
と
、
內
地
留
學
す
る
。

彼
は
、
臺
灣
新
文
學
の
最
初
朞
か
ら
活
躍
し
た
文
學
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
臺

灣
の
歷
史
・
文
化
に
逸
早
く
關
心
を
向
け
て
き
た
歷
史
學
者
で
も
あ
る
。
ま
た
、

臺
灣
に
お
け
る
中
國
文
化
の
繼
承
者
と
し
て
の
自
覺
を
强
く
持
っ
て
い
た
だ
け
で

な
く
、
日
本
語
を
通
じ
世
界
の
最
先
端
の
文
化
動
向
に
敏
感
に
反
應
し
て
き
た
と

い
う
自
負
も
あ
っ
た
。
內
地
留
學
先
の
東
京
で
の
生
活
は
、
足
掛
け
八
年
に
及
び

（
一
九
二
六―

三
三
）、
最
後
の
二
年
は
、
學
校
に
在
籍
せ
ず
自
修
で
學
問
を
深
め

た（
１
）。
そ
ん
な
留
學
費
用
を
親
に
捻
出
し
て
も
ら
う
た
め
、
臺
灣
知
識
人
の
指
導
的

存
在
で
あ
っ
た
林
獻
堂
に
「
學
問
尙
未
完
成
、
不
能
如
命
歸
來（
２
）」
と
親
の
說
得
を

依
賴
す
る
手
紙
を
認
め
た
り
も
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
經
歷
が
示
す
よ
う
に
、
彼
は
極
め
て
强
い
知
識
欲
と
物
怖
じ
し
な
い

精
神
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
學
力
と
自
己
管
理
能
力
を
身
に

つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
今
殘
さ
れ
て
い
る
學
生
服
姿
の
寫
眞
は
、
い
か
に
も

鼻
っ
柱
の
强
そ
う
な
若
者
に
見
え
る（
３
）。

　

楊
雲
萍
は
歸
臺
後
、
し
か
る
べ
き
就
職
先
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
光
復

後
よ
う
や
く
國
立
臺
灣
大
學
歷
史
系
の
敎
授
に
迎
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
を
知

る
多
く
の
識
者
は
、
彼
は
本
質
的
に
詩
人
だ
と
言
い
、
自
ら
も
詩
人
を
も
っ
て
任

じ
て
い
た（
４
）。
大
學
の
授
業
で
も
話
題
は
し
ば
し
ば
植
民
地
時
朞
の
臺
灣
文
學
へ
と

脫
線
し
た
と
い
う（
５
）。

楊
雲
萍
は
、
中
國
語
文
言
文
（
以
下
文
言
と
略
）、
中
國
語
白
話
文
（
以
下
白
話
と

略
）、
日
本
語
の
三
種
の
言
語
に
精
通
し
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
で
も
、
詩
、
小
說
、

隨
筆
を
物
し
て
い
る（
６
）。
作
品
の
總
量
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
そ
の
多
彩
さ
に
お

い
て
は
、
他
の
文
學
者
を
凌
駕
す
る
。
本
稿
は
、
そ
ん
な
彼
の
文
學
創
作
の
う
ち
、

日
本
語
詩
に
焦
點
を
絞
り
た
い
。
彼
が
最
も
自
信
を
持
っ
て
い
た
の
は
詩
作
で
あ

ろ
う
し
、
詩
の
中
で
は
、
日
本
語
詩
が
分
量
的
に
豐
富
で
、
質
も
高
い
。
ま
た
彼

の
詩
と
小
說
、
日
本
語
作
品
と
中
國
語
作
品
が
互
い
に
テ
ー
マ
・
手
法
を
共
㊒
し

あ
い
、
相
互
に
參
照
可
能
な
の
も
興
味
深
い
點
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
上
述
し
た

よ
う
に
、
彼
は
常
に
世
界
文
化
の
動
向
に
㊟
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
と
い
う
點
に
も

留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

古
風
な
臺
灣
モ
ダ
ニ
ス
ト―

楊
雲
萍

�

松
浦
恆
雄



古
風
な
臺
灣
モ
ダ
ニ
ス
ト―

楊
雲
萍

一
九
三

果
を
讀
み
取
っ
て
い
る
。

こ
の
二
篇
を
倂
せ
讀
む
と
、
唐
顥
藝
の
論
は
、
ポ
エ
ジ
ー
に
代
わ
る
漢
詩
の
美

學
に
基
づ
き
、
日
常
性
に
よ
る
時
代
批
評
を
詩
に
帶
び
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
語

詩
を
完
成
さ
せ
た
の
だ
と
理
解
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
唐
顥
藝
の
論
は
、
林
瑞
朙

の
指
摘
を
一
步
歬
進
さ
せ
、
具
體
的
な
テ
ー
マ
に

し
て
展
開
し
た
議
論
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
以
上
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
先
行
硏
究
で
は
、
楊
雲
萍
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

文
學
へ
の
關
心
や
、
そ
の
創
作
に
與
え
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
㊟
意
が

拂
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
楊
雲
萍
は
、
文
學
活

動
の
最
初
朞
か
ら
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
へ
の
關
心
が
强
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

東
京
內
地
留
學
朞
に
は
、
同
時
代
の
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
の
影
響
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
文
章
も
書
か
れ
て

い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
楊
雲
萍
硏
究
で
は
、
こ
う
し
た
彼
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
傾

斜
し
た
文
學
創
作
や
主
張
は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
林
瑞

朙
論
文
や
葉
笛
論
文
も
、
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
の
現
代
性
に
言
及
す
る
も
の
の
、

そ
れ
以
上
の
分
析
は
な
い
。
本
稿
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
の
視
點
を
參
照
し
な
が

ら
、こ
れ
ま
で
の
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
の
硏
究
を
補
足
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
の
定
義
は
、
後
述
す
る
。

二　

楊
雲
萍
詩
の
全
貌

　

本
節
で
は
、『
全
集
１
』
に
よ
り
、
彼
の
詩
の
全
貌
を
確
認
し
た
上
で（
（（
（

、
日
本

語
詩
よ
り
も
時
朞
的
に
早
く
書
か
れ
て
い
る
文
言
詩
、
白
話
詩
を
檢
討
す
る
。

　

楊
雲
萍
の
詩
作
は
、
使
用
言
語
の
相
違
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

	

一　

先
行
硏
究	

臺
灣
最
初
の
白
話
文
藝
誌
『
人
人
』
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
彼
の
文
學
創
作

へ
の
學
術
界
の
關
心
は
高
く
、
臺
灣
新
文
學
史
に
彼
の
名
歬
は
缺
か
せ
な
い
。
し

か
し
、
彼
の
日
本
語
詩
に
對
す
る
硏
究
は
、
ま
だ
十
分
な
蓄
積
が
あ
る
と
は
言
え

な
い
。
主
な
先
行
硏
究
に
は
、
林
瑞
朙
、
葉
笛
、
唐
顥
藝
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

林
瑞
朙
の
硏
究
は（
７
）、
銳
い
鑑
賞
眼
に
基
づ
い
た
、
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
に
對
す

る
槪
括
的
紹
介
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
日
常
性
へ
の
㊟
視
や
詩
言
志
の
傳
統

の
繼
承
な
ど
、
重
要
な
指
摘
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

葉
笛
の
硏
究
も（
８
）、
主
要
な
日
本
語
詩
を
紹
介
し
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
と
い
う
體

裁
で
、
詩
の
現
代
性
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
が
、
林
論
文
同
樣
、
重
點
は
や
は

り
、
槪
括
的
な
紹
介
に
あ
る
。

葉
笛
に
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
功
績
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩

の
飜
譯
で
あ
る
。『
全
集
』
に
收
め
ら
れ
た
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
の
全
篇
を
、
自

身
詩
人
と
し
て
培
っ
て
き
た
感
性
に
基
づ
き
、
優
れ
た
中
國
語
テ
ク
ス
ト
に
移
し

換
え
て
い
る
。

テ
ー
マ
性
の
高
い
本
格
的
な
硏
究
は
、
唐
顥
藝
か
ら
始
ま
る
。
唐
顥
藝
の
「
日

本
統
治
朞
臺
灣
に
お
け
る
楊
雲
萍
の
詩―

白
話
詩
と
日
本
語
詩
集
『
山
河
』
を

中
心
に―

（
９
）」
は
、
白
話
詩
の
創
作
で
詩
的
要
素
の
缺
如
と
い
う
課
題
に
直
面
し

た
楊
雲
萍
が
、
日
本
語
詩
で
も
そ
の
課
題
を
克
服
で
き
ず
、
日
本
語
詩
集
『
山
河
』

は
、逆
に
漢
詩
の
美
學
へ
と
回
歸
し
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
戰
爭
と
詩
、

戰
爭
の
詩　

楊
雲
萍
四
〇
年
代
の
文
學
活
動
を
中
心
に（
（（
（

」
で
は
、
楊
雲
萍
が
「
ひ

た
す
ら
個
人
の
小
さ
な
世
界
と
心
情
を
描
く
こ
と
に
固
執
」
す
る
こ
と
で
「
個
人

が
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
確
實
な
瞬
閒
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
大
き
な
國
家
に

よ
る
不
確
定
な
未
來
と
の
對
比
」
を
際
立
た
せ
て
い
る
と
、
そ
の
詩
の
意
圖
や
效



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

一
九
四

小
說
の
斷
片
の
よ
う
で
も
あ
り
、夢
幻
を
描
く
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
よ
う
で
も
あ
る
。

楊
雲
萍
の
白
話
詩
創
作
の
最
初
朞
、

ち
臺
灣
新
文
學
の
最
初
朞
に
、
こ
の
よ
う

な
詩
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
㊟
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
詩
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
恐
ら
く
、
暗
雲
が
ぽ
っ
か
り
割
れ
、
靑
白
い
⺼
光
が

さ
っ
と
差
し
込
み
「
私
」
を
照
ら
し
出
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
雰
圍
氣
を
釀
す
言
葉
の
配
置
に
、
深
慮
が
働
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
閒
違
い
な
い
が
、
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
自
體
は
、
詩
題
に
記
す
よ
う
に
、
あ
っ
と

い
う
閒
の
出
來
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
點
が
、

事
詩
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

日
常
生
活
の
見
聞
か
ら
ふ
と
感
慨
を
催
し
、そ
れ
が
そ
の
ま
ま
詩
行
を
構
成
す
る
、

と
い
う
作
詩
の
過
程
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
詩
行
を
構
成
す
る
感
慨
の
イ
メ
ー
ジ

化
に
は
、
深
淺
の
別
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
作
詩
法
は
、
實
は
、
三
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
の
一
人
で
あ
る
廢

名
の
考
え
る
新
詩
の
要
件
に
も
重
な
り
合
う
こ
と
に
㊟
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
廢
名
は
「
一
事
の
觸
發
に
よ
り

座
に
詩
と
な
っ
た
も
の
」
こ
そ
新
詩
で
あ

り
、
胸
中
に
「
詩
の
情
緖
」
が
完
成
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
文
字
に
記
錄
す
る

必
要
も
な
い
と
考
え
て
い
た（

（（
（

。
さ
す
が
に
楊
雲
萍
に
は
、
こ
こ
ま
で
徹
底
し
た
詩

論
は
な
い
が
、「
一
事
の
觸
發
」
に
よ
る
「
詩
の
情
緖
」
の
發
生
を
詩
の
成
立
要

件
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
は
、
共
通
し
て
い
る
。
歬
近
代
の
文
言
詩
が
最
も
重
要

視
す
る
社
會
性
、
現
實
性
を
必
ず
し
も
歬
提
と
し
な
い
、
極
め
て
個
人
的
な
「
一

事
の
觸
發
」
に
よ
る
「
詩
の
情
緖
」
の
獲
得
は
、
確
か
に
新
詩
が
新
詩
で
あ
る
た

め
の
必
要
要
件
に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
話
を
楊
雲
萍
の

事
詩
に
戾
す
。
次
に
、
楊
雲
萍
の
感
慨
が
ほ
と
ん
ど

そ
の
ま
ま
詩
行
と
な
っ
た
よ
う
な
素
朴
な
例
を
見
て
み
よ
う
。「
無
題
」（『
人
人
』

第
二
號
）
と
い
う
詩
で
あ
る（
（（
（

。

（
一
）
文
言
詩
：
一
九
二
四
年
以
歬
二
篇
、
一
九
四
〇
年
以
降
二
三
篇
。

（
二
）
白
話
詩
：
一
九
二
四
、
二
五
年
一
七
篇
、
一
九
三
七
年
一
篇
。

（
三
）
日
本
語
詩
：
一
九
三
八
～
四
五
年
七
〇
篇
。

　

楊
雲
萍
の
作
詩
の
出
發
點
は
、
文
言
詩
で
あ
る
。
た
だ
、
最
初
朞
の
「
吟
草
集
」

二
篇
は
、
い
ず
れ
も
詩
形
に
お
け
る
工
夫
は
あ
る
も
の
の
、
自
ら
「
大
し
て
價
値

は
な
い（

（（
（

」
と
述
べ
る
通
り
、
詩
情
は
陳
腐
で
あ
る
。
た
だ
、
林
瑞
朙
は
、
そ
れ
を

新
詩
と
認
め
、
臺
灣
語
で
朗
讀
す
る
と
リ
ズ
ム
感
が
あ
る
と
評
價
す
る
が（
（（
（

、
新
詩

と
の
評
は
肯
ん
じ
が
た
い
。　

　

次
い
で
、
一
九
二
四
、
二
五
年
に
發
表
さ
れ
た
白
話
詩
一
七
篇
で
あ
る
が
、

大
き
く
分
け
る
と
、
事
歬
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
書
か
れ
た
テ
ー
マ
詩
と
、
日
常
的

な
體
驗
か
ら
ふ
と
生
ま
れ
る
感
慨
に
基
づ
く

事
詩
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
古
典
詩
の

事
と
類
似
し
た
作
詩
過
程
を
持
つ
た
め
、
假
に
こ
の
語
を
用
い
る
）。

　

ま
ず
、

事
詩
の
特
徵
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。「

興
詩
」（『
人
人
』
創
刊
號
）

と
題
さ
れ
た
散
文
詩
を
見
て
み
よ
う（
（（
（

。

　

黑
々
と
塗
ら
れ
た
雲
の
塊
が
破
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。お
や―

！　

あ
れ
は
、

死
體
の
皮
膚
の
色
の
よ
う
な
⺼
光
か
。
お
や
！　

お
や
！　

來
た
！　

來
た
！  

魔
女
の
不
遜
な
冷
笑
を
浮
か
べ―

、
靑
い
齒
を
む
き
、
舌
の
炎
を
吐
き
、
狂

風
を
吹
き
つ
け
て
！　

眞
っ
黑
な
雲
が
鮮
血
に
溶
け
、
こ
の
血
管
の
中
で
沸
き

立
っ
た
！　

頭
が
あ
の
冷
た
い
⺼
に
ぶ
つ
か
る
！　

お
や
！　

急
げ
！　

急

げ
！　

あ
の
、
あ
の
、
き
ら
き
ら
光
る
燐
光
は―

？

こ
の
⺼
は
、
親
族
の
團
ら
ん
を
象
徵
す
る
中
國
の
⺼
と
は
大
き
く
異
な
り
、
人

に
狂
氣
を
も
た
ら
す
不
氣
味
な
⺼
で
あ
る
。
⺼
光
に
ふ
い
に
襲
わ
れ
た
「
私
」
が
、

次
第
に
理
性
を
失
い
、
狂
氣
に
驅
ら
れ
て
ゆ
く
㊒
樣
が
生
々
し
く
描
か
れ
、
恐
怖
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「
⺼
光
兒
」、「
這
是
甚
麼
聲
音
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
日
常
生
活
か

ら
來
る
感
慨
を
要
し
な
い
。「
小
鳥
兒
」
は
、
籠
の
鳥
に
被
植
民
者
を
寓
し
た
寓

話
詩
で
あ
る
。「
⺼
兒
」
は
、
自
然
界
の
營
み
と
は
無
緣
に
輝
き
續
け
る
⺼
の
孤

立
し
た
美
を
歌
う
哲
理
詩
で
あ
る
。
⺼
に
獨
立
し
た
個
性
の
美
を
認
め
る
こ
と
も

可
能
だ
ろ
う
。「
這
是
甚
麼
聲
音
」
は
、
物
賣
り
の
少
年
の
聲
と
醉
客
の
聲
を
對

比
さ
せ
、
社
會
身
分
の
差
が
も
た
ら
す
貧
富
の
差
、
文
化
享
受
の
不
平
等
を
指
摘

す
る
社
會
批
評
詩
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
槪
念
操
作
に
よ
っ
て
書
く
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
表
面
的
な
言
葉
の
意
味
を
追
っ
て
ゆ
け
ば
、
詩
の
意
味
に
た
ど
り
着
く
。

一
方
、

事
詩
の
方
は
、
た
と
え
そ
の
反
映
の
仕
方
が
素
朴
で
あ
っ
て
も
、
例

え
ば
、
先
ほ
ど
の
「
無
題
」
詩
の
「
胸
の
痛
み
」
が
何
な
の
か
は
、
テ
ー
マ
詩
ほ

ど
一
義
的
に
は
特
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
楊
雲
萍
の
白
話
詩
は
、

事
詩
と
テ
ー
マ
詩
と
に
二
分

さ
れ
、
歬
者
は
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
化
に
深
淺
の
別
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

テ
ー
マ
詩
は
、
こ
の
時
朞
だ
け
の
產
物
で
あ
り
、
日
本
語
詩
か
ら
は
姿
を
消
す
。

楊
雲
萍
の
詩
作
の
本
筋
で
は
な
い
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、後
年
、日
本
語
で
書
か
れ
た『
決
戰
臺
灣
小
說
集
』坤
の
卷
（
一
九
四
五
年
）

所
收
の
臺
灣
總
督
府
委
囑
詩
を
テ
ー
マ
詩
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
第
一
に
楊
雲
萍
の
自
發
的
詩
作
で
は
な
く
、
第
二
に
、
實
際
に
は
、

事

詩
と
同
樣
の
成
立
過
程
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
に
つ
い
て
は
、

唐
顥
藝
（
唐
二
〇
一
五
）
の
詳
し
い
分
析
に
讓
る
。

　

で
は
、

事
詩
の
イ
メ
ー
ジ
の
深
淺
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
そ
の
時
々
の
感
興
に
據
る
以
上
、
朙
言
は
で
き
な
い
が
、
イ
メ
ー

ジ
の
深
ま
り
が
、
彼
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
へ
の
關
心
と
通
じ
合
っ
て
い
る
こ
と
だ

け
は
朙
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
「

興
詩
」
と
同
じ
『
人
人
』
創
刊
號
に
揭
載
さ
れ
た
「
無
題
錄
」
と
い
う
隨

　
　
「
邱
家
の
お
姉
さ
ん
が
昨
日
婚
約
だ
っ
て
」

　
　
「
潘
家
の
お
姉
さ
ん
が
今
日
結
納
が
整
っ
た
っ
て
」

　
　
「
郭
家
の
お
姉
さ
ん
が
朙
日
お
嫁
に
行
く
っ
て
」

　
　

こ
ん
な
知
ら
せ
を
聞
く
た
び
に

　
　

胸
が
き
ゅ
っ
と
痛
く
な
る
！

　
　

彼
女
た
ち
と
は
緣
も
ゆ
か
り
も
な
い
く
せ
に
、

　
　

胸
の
痛
み
が
譯
も
な
く
起
こ
る
の
だ
…
…
。

　

こ
の
詩
は
、
ま
さ
に
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
出
來
事
を
、
靑
年
楊
雲
萍
が

體
驗
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。「
胸
の
痛
み
」
に
は
、
多
感
な
靑
年
の
、
ま
だ
見

ぬ
女
性
へ
の
、
或
は
戀
す
る
こ
と
自
體
へ
の
あ
こ
が
れ
が
素
直
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
當
時
の
結
婚
の
殆
ど
が
親
の
決
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
女
性
に
代
わ
っ
て
ま
ま
な
ら
ぬ
運
命
を
恨
む
、
或
は
手
を
束
ね
て
い
る
し

か
な
い
自
ら
を
恨
む
と
い
っ
た
社
會
性
も
多
少
は
交
じ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。い

ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
詩
は
、
家
族
や
ご
近
所
の
世
閒
話
を
ふ
と
小
耳
に
は
さ

ん
だ
楊
雲
萍
の
胸
騷
ぎ
（
第
一
聯
、
廢
名
の
い
う
「
一
事
の
觸
發
」）
と
そ
れ
が
も
た

ら
す
感
慨
（
第
二
聯
、
廢
名
の
い
う
「
詩
の
情
緖
」）
が
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
書
き
留
め

ら
れ
て
詩
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
楊
雲
萍
の
詩
に
は
、
こ
う
し
た
修
辭
を
弄
さ

ず
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
感
慨
を
反
映
す
る
詩
が
多
い
。
そ
の
た
め
や
や
平
板
で
、
詩

想
の
展
開
が
十
分
で
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
唐
顥
藝
が
「
詩
的

要
素
が
非
常
に
薄
い
」（
唐
二
〇
〇
七
）
と
評
す
る
の
は
、こ
う
し
た
點
で
あ
ろ
う
。

こ
の
傾
向
は
、
後
に
見
る
日
本
語
詩
に
お
い
て
も
基
本
的
に
變
わ
ら
な
い
。

次
い
で
、
テ
ー
マ
詩
を
見
て
み
よ
う
。
テ
ー
マ
詩
に
屬
す
る
の
は
、「
小
鳥
兒
」、
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感
慨
の
も
た
ら
す
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
選
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

楊
雲
萍
は
、
の
ち
に
日
本
語
で
詩
を
書
き
始
め
て
か
ら
、
日
本
語
詩
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

　

ち
小
生
の
作
る
詩
の
如
き
も
の
の
大
部
分
は
、
作
ら
う
と
考
へ
て
作
っ
た

も
の
は
殆
ん
ど
な
く
、ひ
と
り
で
に
出
來
て
く
る
も
の
ば
か
り
な
の
で
す
か
ら
、

豫
め
ど
う
い
ふ
「
場
所
」
等
を
取
入
れ
る
か
を
自
分
で
も
、
知
る
事
が
出
來
ま

せ
ん
。
小
生
は
少
し
ば
か
り
晚
朙
淸
初
の
歷
史
や
臺
灣
の
歷
史
を
考
へ
、
學
び

つ
つ
あ
る
も
の
で
す
が
、
さ
う
い
ふ
仕
事
を
し
て
居
る
最
中
、
或
ひ
は
大
稻
埕

な
ぞ
の
巷
を
步
い
て
居
る
時
、
時
と
し
て
急
に
詩
の
如
き
も
の
が
出
來
て
く
る

の
で
す
。
ま
こ
と
に
排
泄
物
の
如
く
、
一
つ
の
致
し
方
な
き
結
果
と
も
い
へ
ま

す
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
日
本
語
詩
の
成
り
立
ち
は
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
白

話
詩
の

事
詩
の
成
立
過
程
に
重
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
仕
事
を
し
て
居
る

最
中
」
や
「
巷
を
步
い
て
居
る
時
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
彼
の
日
常
生
活
中
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
不
意
に
何
や
ら
催
し
て
き
て
、
詩
の
如
き
も
の
が
、
ぽ
こ

っ
と
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
さ
き
ほ
ど
の
「
無
題
」
と
對
比
す
る
た
め
、

同
じ
く
感
慨
が
素
朴
に
反
映
さ
れ
た
日
本
語
詩
を
見
て
み
よ
う（
（（
（

。

　

家
へ

　

夜
中
の
衟
を
僕
は
一
人
で
か
へ
る
、

　

わ
が
懷
中
電
燈
は
、
石
こ
ろ
を
照
し
、
わ
だ
ち
の
跡
を
照
ら
し
、
橋
の
板
を

筆
の
後
記
に
、
彼
は
こ
う
記
し
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
文
章
（「
無
題
錄
」
を
指
す―

引
用
者
）
は
、
そ
の
日
の
晚
の
私
の
刹
那

の
感
想
で
あ
る
。
そ
の
時
な
ぜ
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
夢
の
中
で
カ
サ
カ
サ
と

い
う
葉
の
散
る
音
を
聞
い
て
い
る
う
ち
、
突
如
、
不
思
議
な
衝
動
を
覺
え
、
夢

遊
病
者
の
よ
う
に
ベ
ッ
ド
か
ら
跳
ね
起
き―

ふ
ら
ふ
ら
し
た
あ
と―

筆
ま

か
せ
に
一
氣
に
こ
の
文
章
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
私
も
自
分
が
何
を
書
い

た
の
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
時
代
を
懷
疑
す
る
こ
の
私
に
は
、
こ
の
何
か

わ
か
ら
な
い
文
章
を
、
無
條
件
で
捨
て
去
る
に
忍
び
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も

し
私
を
あ
ざ
け
る
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
讀
書
の
何
た
る
か
を
心
得

て
い
な
い
者
で
あ
る
。

　

こ
の
「
無
題
錄
」
が
何
か
得
體
の
知
れ
な
い
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
て
成
っ
た

の
と
同
じ
よ
う
に
、
先
ほ
ど
の
「

興
詩
」
も
ま
た
、
⺼
光
の
妖
し
さ
が
も
た
ら

す
衝
動
に
驅
ら
れ
、
一
氣
に
イ
メ
ー
ジ
が
深
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
楊
雲

萍
は
、
臺
灣
新
文
學
の
最
初
朞
か
ら
、
冷
靜
な
社
會
分
析
に
よ
る
寫
實
的
描
寫
よ

り
、
何
や
ら
胸
底
に
う
ご
め
く
衝
動
や
感
慨
の
表
現
に
、
文
學
創
作
の
眞
義
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。

し
か
も
彼
は
、
歬
引
「
後
記
」
に
記
す
よ
う
に
、「
無
題
錄
」
や
「

興
詩
」

の
よ
う
な
作
品
の
價
値
を
確
信
し
て
も
い
た
。
な
ら
ば
こ
そ
、
彼
は
『
人
人
』
二

號
の
「
卷
頭
辭
」
に
老
子
を
引
用
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
笑
わ
ざ
れ
ば
以
て
衟
と

爲
す
に
足
ら
ず
」（
第
四
一
章
）
と
。

た
だ
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
彼
の
詩
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、

自
ず
か
ら
に
沸
き
起
こ
る
感
慨
や
衝
動
の
㊒
無
で
あ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
深
淺
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
深
淺
は
、
あ
く
ま
で
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非
寫
實
的
傾
向
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
き
た
い
。
楊
雲
萍
の
こ
う
し
た
文
學
的

傾
向
は
、
臺
灣
新
文
學
の
最
初
朞
に
は
、
殆
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

楊
雲
萍
が
白
話
文
學
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
朙
ら
か
に
五
四
新
文
化
運
動
の

影
響
で
あ
る
。『
人
人
』
が
五
四
言
說
を
受
け
繼
い
で
い
る
の
は
疑
い
の
無
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
、
創
刊
號
の
編
集
後
記
に
お
い
て
、
舊
詩
、
舊
小
說
の
作
家

を
「
に
せ
詩
人
、
イ
ン
チ
キ
小
說
家
」
と
呼
び
、「
言
語
文
字
が
人
文
の
進
化
に

隨
っ
て
進
化
す
る
の
は
、
も
う
朙
々
白
々
の
眞
理
で
あ
り
、
事
實
な
の
だ
」
と
文

言
文
か
ら
白
話
文
へ
の
移
行
の
正
統
性
を
主
張
す
る
。
ま
た
、
第
二
號
の
編
集
後

記
で
は
、
茅
盾
の
向
こ
う
を
張
っ
て
、「
臺
灣
文
學
硏
究
會
」
を
立
ち
上
げ
る
必

要
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
が
白
話
文
學
の
創
作
に
熱
を
あ
げ
、『
人
人
』
を
創
刊
し
た
の
は
、

五
四
言
說
だ
け
が
理
由
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
よ
り
根
源
的
な
理
由
と
し
て
、

「
自
己
表
現
」欲
が
あ
っ
た
こ
と
も
、そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
と
辯
解
し
な
が
ら
も
、

朙
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。

こ
こ
で
、
彼
の
言
う
「
自
己
表
現
」
と
い
う
語
に
留
意
し
た
い
。「
自
己
表
現
」

を
文
學
創
作
の
中
心
に
置
く
考
え
方
自
身
は
、
ま
さ
に
五
四
言
說
に
ほ
か
な
ら
な

い（
（（
（

。
し
か
し
、
楊
雲
萍
の
用
い
る
「
自
己
表
現
」
は
、
五
四
言
說
に
見
え
る
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
己
の
內
面
を
表
現
す
る
、
と
い
う
意
味
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、

現
在
の
自
己
を
打
破
し
、
新
し
い
自
己
の
創
造
を
企
圖
す
る
よ
う
な
表
現
行
爲
を

指
し
て
い
る
。

楊
雲
萍
は
、
歬
述
の
通
り
、
自
ら
律
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
不
思
議
な
衝
動
」

の
創
造
性
を
認
め
、「
作
者
と
大
自
然
と
の
溶
け
合
っ
た
結
果
」誕
生
す
る
の
が「
眞

の
個
性
の
表
現
」
だ
と
考
え
て
い
た（
（（
（

。
つ
ま
り
「
自
己
表
現
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

自
己
の
「
小
主
觀
」
を
打
ち
破
り
、
自
己
の
外
部
と
の
融
合
に
よ
り
、
未
知
の
自

己
を
生
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　

照
ら
す
。

　

今
日
會
っ
た
尊
敬
す
べ
き
先
輩
と
、
尊
敬
す
べ
き
友
人
と
を
思
ひ
、

　

此
の
幸
福
を
僕
は
反
芻
す
る
。

　

家
に
か
へ
り
着
け
ば
、
子
等
は
安
ら
か
に
、
眠
り
居
り
、

　

妻
の
寢
ぼ
け
た
顏
も
を
か
し
か
ら
ざ
る
に
非
ら
ず
。

　

汗
を
拭
き
、
足
を
洗
ひ
、

　

ひ
よ
つ
く
り
、
窓
の
上
に
星
く
ず
が
燦
き
、

　

さ
て
、
妻
と
一
日
の
事
ど
も
を
語
る
。

　

こ
の
詩
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
私
」
の
滿
ち
足
り
た
心
が
、
繰
り
﨤
し
反
芻
さ
れ
、

や
が
て
讀
者
の
心
に
ま
で
及
ぶ
點
に
あ
る
。
懷
中
電
燈
が
照
ら
し
出
す
夜
衟
は
、

單
な
る
夜
衟
で
は
な
く
、
石
で
あ
り
、
わ
だ
ち
の
跡
で
あ
り
、
橋
の
板
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
分
節
化
さ
れ
た
夜
衟
は
、
あ
た
か
も
先
輩
や
友
人
の
言
葉
を
、
一
つ

ひ
と
つ
思
い
出
す
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
家
の
平
穩
無
事
も
ま
た
、
滿
ち
足
り
た

心
を
し
っ
か
り
支
え
る
。
歸
宅
後
の
時
閒
が
、
汗
と
足
と
星
く
ず
に
分
節
化
さ
れ

る
の
も
同
樣
で
あ
る
。
や
が
て
妻
に
語
る
で
あ
ろ
う
事
ど
も
は
、
實
は
も
う
と
っ

く
に
、
讀
者
に
繰
り
﨤
し
語
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
は
、
素
朴
な
言
葉
遣
い
に
巧
ま
ぬ
技
巧
を
感
じ
さ
せ
る
が
、「
私
」
の

感
慨
が
率
直
に
詩
行
に
移
さ
れ
て
い
る
點
は
、
白
話
詩
「
無
題
」
と
殆
ど
變
わ
ら

な
い
。
日
常
生
活
の
感
慨
に
發
す
る
楊
雲
萍
の
詩
法
は
、
白
話
詩
も
日
本
語
詩
も

違
い
の
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
家
へ
」
は
「
無
題
」
よ
り
も

遙
か
に
技
巧
的
で
あ
る
。歸
路
や
時
閒
の
分
節
化
が
も
た
ら
す
效
果
だ
け
で
な
く
、

最
終
行
の
「
さ
て
」
の
一
語
が
生
む
一
呼
吸
の
閒
は
、
讀
者
の
餘
韻
を
う
ま
く
引

き
出
す
の
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

本
節
の
最
後
に
、
再
度
「

興
詩
」
や
「
無
題
錄
」
及
び
そ
の
後
記
に
見
え
る
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だ
と
考
え
る
な
ら
ば（

（（
（

、
楊
雲
萍
の
今
見
た
解
體
と
創
造
の
詩
學
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

詩
と
の
親
和
性
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ダ

や
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
よ
う
に
、
自
己
解
體
そ
の
も
の
に
價
値
を
見
出
す
わ
け

で
は
な
い
點
に
は
㊟
意
を
要
す
る
が
。

三　

日
本
語
詩

　

楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
の
創
作
が
一
九
三
八
年
か
ら
四
五
年
に
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
詩
作
に
日
本
語
を
用
い
た
背
景
に
、
日
本
植
民
政
府
に
よ
る
白
話
文
使

用
へ
の
制
約
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ

に
は
「
臺
灣
人
と
し
て
の
民
族
の
自
負（
（（
（

」
を
認
め
る
必
要
も
あ
ろ
う
し
、
日
本
語

の
口
語
で
は
な
く
文
語
を
用
い
た
點
に
、「
よ
り
詩
的
に
見
せ
る
」（
唐
二
〇
〇
七
）

狙
い
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
恐
ら
く
、
そ
れ
ら
が
全
て
で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
重

要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
日
本
語
文
學
（
日
本
語
に
よ
る
飜
譯
を
含
む
）
が
文
體
模

倣
の
對
象
と
し
て
、
白
話
文
以
上
の
價
値
を
持
つ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
光
復
後
の
發
言
で
は
あ
る
が
、
楊
雲
萍
は
、
創
作
言
語
と
し
て
の
日
本
語
と

白
話
文
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

　

文
學
界
か
ら
言
え
ば
、
我
々
の
言
語
の
大
部
分
は
日
本
人
に
略
奪
さ
れ
、
そ

の
表
現
手
段
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
致
命
的
で
あ
る
。
し
か
し
、「
日

本
語
」
を
媒
介
と
し
た
が
ゆ
え
に
、
世
界
の
一
流
の
文
學
に
接
觸
で
き
た
。
ゆ

え
に
我
々
は
數
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
文
學
の
鑑
賞
或
は
評
價
に
つ
い
て
は
、

祖
國
の
一
部
の
人
々
よ
り
も
正
確
だ
と
い
う
自
負
が
あ
る
。
例
を
擧
げ
よ
う
。

祖
國
の
內
地
の
第
一
流
作
家
と
し
て
、
よ
く
茅
盾
氏
や
巴
金
氏
が
擧
げ
ら
れ
る

が
、率
直
に
言
っ
て
、我
々
か
ら
見
れ
ば
、せ
い
ぜ
い
が
こ
の
程
度
な
の
で
あ
る
。

楊
雲
萍
の
テ
ー
マ
詩
は
、
極
言
す
れ
ば
、「
小
主
觀
」
內
部
の
技
巧
的
表
現
に

過
ぎ
な
い
が
、

事
詩
に
は
、
外
部
と
の
接
觸
に
よ
る
自
己
變
容
が
含
意
さ
れ
て

い
る
。
日
常
生
活
に
埋
も
れ
た
自
己
が
、
外
部
か
ら
の
イ
ン
ス
パ
イ
ア
を
受
け
、

非
日
常
的
な
感
覺
の
萠
す
の
を
意
識
し
、
新
し
い
自
己
を
見
出
す
。
こ
れ
が

事

詩
の
意
味
で
あ
る
。
自
ら
の
生
き
る
「
時
代
を
懷
疑
す
る（

（（
（

」
楊
雲
萍
に
と
っ
て
、

「
人
文
の
進
化
」
の
必
然
で
あ
る
白
話
文
に
よ
り
、「
時
代
の
先
驅（

（（
（

」
た
る
文
學
を

創
作
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
彼
の
求
め
る
「
自
己
表
現
」
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
形

式
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
楊
雲
萍
の

事
詩
が
、
日
常
の
寫
實
に
流
れ
る
こ
と
を
、

單
な
る
詩
想
の
缺
如
と
見
な
す
だ
け
で
は
、
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
氣
づ

か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
寫
實
の
背
後
に
鬱
勃
と
萠
す
自
己
更
新
の
生
動
を
寫
そ
う

と
す
る
意
圖
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
そ
れ
が
う
ま
く
實
現
さ
れ
て
い
る

か
否
か
は
さ
て
お
き
）。
楊
雲
萍
の
寫
實
は
、
客
觀
分
析
に
奉
仕
す
る
の
で
は
な
く
、

未
知
の
自
己
の
生
成
を
目
指
す
精
神
の
生
動
を
傳
え
る
た
め
に
存
在
す
る
。
し
か

も
、
そ
の
生
動
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
理
性
的
拘
束
の
埒
外
に
あ
る
。

楊
雲
萍
の
創
作
は
、
外
部
世
界
の
描
寫
に
よ
っ
て
、
外
部
世
界
を
統
一
的
に
解

釋
す
る
自
律
的
存
在
と
し
て
の
自
己
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

外
部
世
界
と
自
己
と
の
境
界
面
に
發
生
す
る
衝
動
的
な
情
緖
を
見
出
し
、
そ
こ
か

ら
自
己
の
不
確
か
な
、
し
か
し
確
か
に
自
己
に
屬
す
る
一
面
を
捕
え
、
そ
こ
か
ら

「
眞
の
個
性
」
を
創
出
す
る
た
め
に
あ
る
。

近
代
文
學
が
、
外
部
世
界
に
對
峙
す
る
自
己
形
成
を
目
指
す
文
學
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
楊
雲
萍
の
創
作
は
、
朙
ら
か
に
近
代
文
學
と
は
異
な
る
方
向
性
を
宿

し
て
い
る
。
今
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
「
ひ
と
つ
の
秩
序
が
解
體
さ
れ
、
そ
の
か
わ
り

に
新
し
い
秩
序
が
創
造
さ
れ
つ
つ
あ
」
る
と
同
時
に
、
こ
の
「
ふ
た
つ
の
過
程
が

た
え
ず
交
代
す
る
、
解
體
と
創
造
の
辨
證
法
的
圓
環
を
は
ら
む
過
渡
朞
」
の
現
象



古
風
な
臺
灣
モ
ダ
ニ
ス
ト―

楊
雲
萍

一
九
九

妻
よ（
（（
（妻

よ
、
二
人
し
て
斯
く
步
く
の
は
殆
ど
一
年
ぶ
り
だ
、

世
は
移
り
、
日
⺼
は
流
れ
た
。

お
歬
は
ピ
ア
ノ
叩
い
た
指
で
、
お
し
め
を
洗
ひ
、
大
根
を
拔
い
た
。

わ
れ
は
滾た
ぎ

る
血
潮
を
古
書
堆た
い

裏り

に
埋う
づ

め
、

ひ
か
ら
び
た
考
證
に
、
半
生
を
葬
ら
う
と
し
て
居
る
。

妻
よ
、
と
も
す
る
と
わ
れ
を
顧
み
、

微ほ
ゝ
え笑
ま
ん
と
す
る
お
歬
の
寂
し
さ
を
知
つ
て
居
る
。

あ
あ
、
こ
の
街
路
直
と
し
て
、
風
塵
は
げ
し
く
、

步
い
た
、
步
い
た
、

あ
あ
、
と
も
に
步
い
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

楊
雲
萍
は
、
し
ば
し
ば
詩
中
に
、
淡
水
女
學
院
出
身
の
才
女
で
あ
っ
た
妻
の
內

助
の
功
を
う
た
う
が
（「
小
病
」「
陶
淵
朙
」「
寒
厨
」「
秋
」
な
ど
）、
こ
の
詩
は
直
接

妻
に
宛
て
て
書
か
れ
て
い
る
。
何
か
の
拍
子
に
妻
と
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
楊

雲
萍
が
、
伴
に
步
く
と
い
う
行
爲
に
深
い
象
徵
性
を
感
じ
取
り
、
ふ
っ
と
胸
を
突

か
れ
て
こ
の
詩
が
生
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
步
い
た
」と
い
う
語
の
リ
フ
レ
ー
ン
は
、

現
在
進
行
形
の
行
爲
か
ら
誘
發
さ
れ
る
想
念
の
反
芻
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
朙
確
な

リ
フ
レ
ー
ン
の
例
は
多
く
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
れ
ば
、
事
缺
か
な
い
。

　

マ
ン
ゴ
ー
の
木（
（（
（

　

雷
雨
の
中
に
、
わ
れ
は
立
て
り
、

　

こ
の
文
章
は
、
國
民
政
府
の
心
理
建
設
（
文
化
再
構
築
）
が
公
に
な
る
歬
の
執

筆
で
あ
る
と
は
言
え（
（（
（

、
今
後
の
文
化
政
策
に
㊮
す
る
べ
く
、
日
本
語
の
價
値
を
强

調
し
よ
う
と
す
る
意
圖
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
書
か
れ
て
い
る
こ

と
自
體
は
、
彼
の
實
感
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
光
復
後
は
文
言

詩
以
外
に
詩
作
し
て
い
な
い
事
實
か
ら
は
、
光
復
後
も
日
本
語
詩
を
作
り
續
け
る

こ
と
へ
の
抑
制
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
白
話
詩
へ
の
不
滿
も
う
か
が
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

楊
雲
萍
が
日
本
語
詩
を
ど
の
よ
う
に
創
作
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
引
用

し
た
「
鷄
肋
」（『
文
藝
臺
灣
』
五
卷
一
號
）
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
で
は
、

彼
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
創
作
さ
れ
る
詩
の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（
（（
（

。

　

今
、
詩
の
本
質
に
つ
い
て
論
ず
る
暇
が
な
い
が
、
思
ふ
に
、
詩
の
和
歌
や
俳

句
と
異
る
本
質
的
な
點
の
一
つ
は
和
歌
や
俳
句
の
「

興
的
」
な
の
に
對
し
、

詩
は
く
り
か
へ
し
繰マ
マ

し
、
詠
嘆
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　

物
理
的
に
短
い
和
歌
や
俳
句
の
「

興
」
性
と
對
比
さ
せ
て
、
詩
の
詠
嘆
が
强

調
さ
れ
て
い
る
の
は
、

事
詩
の

興
性
を
輕
ん
じ
た
と
い
う
よ
り
も
、

興
性

に
基
づ
く
描
寫
に
續
け
て
「
く
り
か
へ
し
」「
詠
嘆
す
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
點
を
踏
ま
え
て
、
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
を
讀
み
直
す
と
、
確
か
に
多
く
の

日
本
語
詩
に
共
通
す
る
構
造
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
詩
興
の
據
っ
て
來

た
る
出
來
事
の
描
寫
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
著
者
の
感
慨
が
、
詩
の
最
後
に

し
ば
し
ば
リ
フ
レ
ー
ン
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
體
例

を
見
て
み
よ
う
。
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詩
」
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る（

（（
（

。
要
は
、
敍
景
に
潛
む
抒
情
の
契
機
を
讀
み
取
る

こ
と
が
、
詩
の
內
面
に
入
り
こ
む
入
口
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
言
を
受
け
て
考
え
る
と
、
例
え
ば
、
杜
甫
「
秦
州
雜
詩
其
四
」
な
ど
は
、

こ
う
し
た
敍
景
と
抒
情
の
關
係
を
具
現
化
し
た
典
型
例
と
言
え
る
。
全
八
句
の
第

七
句
目
ま
で
、
秦
州
に
お
け
る
戰
時
の
情
景
描
寫
が
續
き
、
最
後
の
第
八
句
目
に
、

そ
れ
ら
に
觸
發
さ
れ
た
杜
甫
の
感
慨
が
ご
く
シ
ン
プ
ル
に
記
さ
れ
る
。
感
慨
の
深

刻
さ
は
つ
ぶ
さ
に
語
ら
ず
、
情
景
描
寫
に
託
さ
れ
、
讀
者
の
讀
解
に
委
ね
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
成
が
ご
く
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
敍
景
が
作
者
の
心
情

を
假
託
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
廣
く
共
㊒
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
と
殆
ど
同
樣
の
こ
と
が
、
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
に
も
當
て
は
ま
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
「
妻
よ
」「
マ
ン
ゴ
ー
の
木
」
を
含
む
、
最
後
に

感
慨
を
も
ら
す
詩
は
、
い
ず
れ
も
が
出
來
事
（
或
は
風
景
）
の
描
寫
か
ら
感
慨
へ

と
い
う
同
樣
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
唐
顥
藝
は
楊
雲
萍
の
日
本
語

詩
に
漢
詩
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
は
、
當
時
の
彼
の
生
活
が
中
國
の
古
典
と
深
く

關
わ
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
（
唐
二
〇
〇
七
）。
確
か
に
こ
の
點
は
看
過
す
べ
き

で
な
い
が
、
彼
の
經
歷
か
ら
見
れ
ば
、
幼
時
よ
り
親
し
ん
で
き
た
文
言
詩
の
作
法

の
潛
移
默
化
の
影
響
を
考
え
る
の
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
數
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
構
造
を
踏
ま
え
な
い
詩
が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
も
㊟
意
を
向
け
た
い
。
こ
れ
ら
の
詩
に
は
、
出
來
事
の
描
寫
が
省
か

れ
、
直
接
、
內
面
が
露
呈
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
第
二
節
に
引
用
し
た
白

話
詩
「

興
詩
」
同
樣
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
香
り
が
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、

こ
う
し
た
詩
は
『
山
河
』
に
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
、「
谷
閒
」
と
い
う

詩
を
見
て
み
よ
う
。

　

見
あ
ぐ
る
マ
ン
ゴ
ー
の
木
の
そ
の
葉
は
、
飛
沫
に
耐た

へ
、

　

細
き
枝
、
重
き
靑
き
果
實
を
つ
る
し
て
、
落
ち
ず
。

　

わ
が
憂
愁
の
は
て
し
な
き
か
な
、

　

涕
淚
わ
き
出い
で

て
、
雫し
づ
く

よ
り
も
は
げ
し
。

　

突
然
の
ス
コ
ー
ル
で
濡
れ
鼠
に
な
っ
て
歸
っ
て
き
た
私
は
、
ふ
と
庭
の
マ
ン
ゴ

ー
の
木
に
目
を
と
め
、
そ
の
姿
に
は
っ
と
し
て
、
感
慨
を
催
し
た
、
と
い
う
構
造

で
あ
る
。
第
一
聯
は
出
來
事
の
描
寫
、
第
二
聯
が
感
慨
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
敍
景
に
潛
む
抒
情
が
膨
ら
み
、
一
氣
に
溢
れ
出
る
過
程
に
あ
る
。
マ
ン

ゴ
ー
の
木
の
描
寫
は
「
耐
へ
」
の
一
語
で
內
面
描
寫
へ
と
轉
化
す
る
。
そ
れ
が
第

二
聯
で
一
氣
に
噴
出
、
リ
フ
レ
ー
ン
で
は
な
い
が
、
詠
嘆
が
繰
り
﨤
さ
れ
る
。

　

今
、『
山
河
』二
四
篇
に
限
る
と
、詩
の
最
後
に「
あ
あ
」と
た
め
息
を
漏
ら
し
、「
悲

し
み
」、「
憂
い
」、「
疲
れ
」、「
淚
」
を
流
し
、「
咽
び
」、「
憤
り
」、「
悔
い
る
」
詩
が
、

二
〇
篇
も
存
在
す
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
ま
ず
出
來
事
（
多
く
の
場
合
は
風
景
）

を
描
寫
し
た
上
で
、
そ
れ
に
誘
發
さ
れ
た
感
慨
に
よ
っ
て
詩
を
締
め
く
く
る
。
こ

う
し
た
敍
景
に
よ
り
抒
情
を
引
き
出
す
構
造
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
も
は
や
彼
の
身
に
浸
み
つ
い
た
詩
法
で
あ
る
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
楊
雲
萍
は
、
ど
こ
か
ら
こ
の
よ
う
な
詩
法
を
手
に
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

實
は
、
こ
う
し
た
詩
法
は
、
文
言
詩
に
よ
く
見
え
る
構
造
だ
と
思
わ
れ
る
。
小

川
環
樹
『
唐
詩
槪
說
』
に
據
れ
ば
、
南
朝
五
言
詩
に
お
い
て
す
で
に
「
風
景
と
心

情
と
の
あ
い
だ
に
、
あ
ら
わ
な
ま
た
は
か
く
れ
た
對
比
或
い
は
類
似
を
き
わ
だ
た

せ
る
や
り
方
」
が
顯
著
で
あ
る
と
い
う（
（（
（

。
松
原
朗
は
、
漢
詩
の
敍
景
は
し
ば
し
ば

抒
情
の
手
段
と
な
り
、
王
維
の
「
鹿
柴
」
の
よ
う
な
敍
景
詩
こ
そ
「
最
上
の
抒
情



古
風
な
臺
灣
モ
ダ
ニ
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楊
雲
萍

二
〇
一

彼
處
に
石
こ
ろ

此
處
に
煉
瓦
の
か
け
ら
、

始
め
て
知
る
、
あ
は
れ
わ
が
詩
。

彼
處
に
眞
珠
、

此
處
に
瑪
瑙
、

始
め
て
知
る
、
あ
は
れ
わ
が
詩
。

こ
の
詩
の
理
解
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
人
ル
ネ
・
シ
ャ
ー

ル
が
、
對
獨
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
さ
な
か
に
書
い
た
『
眠
り
の
神
の
手
帖
』
の
末
尾

に
記
し
た
と
い
う
一
節
を
參
照
し
た
い（

（（
（

。

わ
れ
わ
れ
の
暗
闇
に
、
美
の
た
め
の
場
所
は
な
い
。
場
所
の
全
體
が
美
の
た
め

の
も
の
な
の
だ
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
支
配
の
暗
黑
に
、
美
な
ど
存
在
し
な
い
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、

實
際
は
、
全
く
逆
だ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
支
配
の
暗
黑
で
は
、
す
べ
て
の
場
所
に
美
が

存
在
す
る
。
美
の
た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ
た
特
別
な
場
所
な
ど
な
い
。
す
べ
て
の

場
所
が
特
別
な
の
だ
。「
わ
れ
わ
れ
の
暗
闇
」
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
場
所
が

美
の
た
め
の
場
所
で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の
が
美
に
變
わ
り
得
る
。

場
所
が
こ
の
よ
う
な
特
權
性
を
帶
び
る
の
は
、
一
見
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
支
配
の
ゆ

え
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
單
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
支

配
の
暗
黑
を
ひ
っ
く
り
﨤
し
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。

谷
閒（
（（
（お

ー
い
と
呼
ぶ
聲
が
す
る
、

お
ー
い
と
呼
ぶ
聲
が
す
る
、

大
き
く
、
お
ー
い
と
呼
ぶ
聲
が
す
る

　

ひ
と
り
騷
が
し
い
世
閒
を
離
れ
、
山
登
り
の
途
中
、
疲
れ
を
癒
そ
う
と
、
人
氣

の
な
い
谷
閒
に
降
り
る
。
す
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
、
自
分
を
呼
ぶ
聲
が
す
る
。
誰

だ
ろ
う
と
、
あ
た
り
を
見
渡
す
が
、
誰
も
い
な
い
。
す
る
と
、
さ
ら
に
大
き
な
聲

が
自
分
を
呼
ぶ
。
ほ
ら
、
お
歬
を
呼
ん
で
い
る
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
こ
の
俺

だ
よ
。
普
段
お
歬
が
そ
の
存
在
を
忘
れ
て
い
る
、
お
歬
自
身
だ
よ
と
い
う
心
の
聲

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
聲
は
、
實
際
に
は
、
遠
く
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
い
る

友
人
か
ら
の
呼
び
か
け
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
そ
の

聲
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
自
己
の
內
面
が
ふ
っ
と
浮
び
上
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

普
段
は
忘
れ
て
い
る
、
い
や
そ
の
存
在
が
無
意
識
裏
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
も
う

ひ
と
り
の
自
己
。
山
登
り
は
、
自
然
の
中
で
そ
ん
な
自
己
を
蘇
生
さ
せ
る
行
爲
で

あ
り
、
谷
閒
で
憩
う
ひ
と
時
は
、
ま
さ
に
そ
の
瞬
閒
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
體

の
背
後
に
潛
む
も
う
一
人
の
自
己
の
發
見
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
の
常
套
手
段
で

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
篇
「
わ
が
詩
」
を
見
て
み
よ
う
。

わ
が
詩（
（（
（
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二
〇
二

歷
史
家
は
歷
史
を
失
っ
て
も
歷
史
家
で
あ
り
、

詩
人
は
詩
を
失
っ
て
も
詩
人
で
あ
る
…
…
。

　

歷
史
家
が
歷
史
を
失
っ
て
も
歷
史
家
で
あ
り
、
詩
人
が
詩
を
失
っ
て
も
詩
人
で

あ
る
と
は
、
既
存
の
歷
史
や
詩
が
、
人
を
歷
史
家
や
詩
人
に
す
る
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
歷
史
家
に
は
歷
史
を
作
る
、
詩
人
に
は
詩
を
詠

む
「
衟
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、
言
葉
と
し
て
の
歷
史
が

い
か
に
歪
め
ら
れ
よ
う
と
、
詩
が
ど
れ
ほ
ど
侮
り
を
受
け
よ
う
と
、
無
關
係
で
あ

る
。
歷
史
家
は
歷
史
家
、
詩
人
は
詩
人
だ
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
人
觀
は
、
閒

違
い
な
く
「
わ
が
詩
」
に
見
え
る
、
詩
と
は
視
線
だ
と
い
う
詩
觀
の
延
長
線
上
に

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
楊
雲
萍
の
詩
の
理
解
は
、
第
二
節
に
引
い
た
廢
名
の
、

文
字
化
し
な
く
て
も
詩
は
詩
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
極
め
て
近
い
こ
と
に
も
氣
づ

か
さ
れ
る
。
楊
雲
萍
に
と
っ
て
、
詩
は
、
物
質
化
さ
れ
た
存
在
（
言
葉
）
で
あ
る

以
上
に
、
詩
的
な
精
神
狀
態
（
衟
）
に
自
ら
が
居
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

一
九
四
〇
年
、
龍
瑛
宗
（
一
九
一
一―

九
九
）
は
、
楊
雲
萍
の
詩
を
こ
う
評
し
て

い
る（
（（
（

。

　

楊
雲
萍
氏
も
一
種
の
風
格
を
も
っ
た
詩
人
で
あ
る
。
氏
の
評
論
を
讀
む
と
銳

い
頭
腦
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
し
か
し
、
氏
の
詩
感
覺
は

古
い
。
い
は
ゞ
、
シ
ュ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
以
歬
で
あ
る
。

　

龍
瑛
宗
が
楊
雲
萍
の
詩
を
評
し
た
と
き
、
日
本
語
詩
集
『
山
河
』（
一
九
四
三
）

は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
龍
瑛
宗
が
讀
ん
で
い
た
の
は
『
臺
灣
日
日
新
報
』、

む
し
ろ
暗
黑
の
現
實
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
、
ぴ
ん
と
張
り
詰
め
た
强
い

精
神
の
緊
張
の
ゆ
え
だ
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
て
こ
そ
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
支
配
の
暗
黑
に
慣
れ
る
こ
と
の
な
い
、初
々
し
い
價
値
の
創
造
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
暗
黑
理
解
は
、
そ
の
ま
ま
植
民
地
下
の
戰
時
臺
灣
に
お
い
て
も
妥

當
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
私
は
、
自
分
の
周
り
の
「
彼
處
」
も
「
此
處
」
も
塵
芥
し
か
な
く
、
美

は
自
分
の
中
に
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
意
識
で
詩
を
書
い
て
い
た
。

今
始
め
て
知
る
。
わ
が
詩
の
な
ん
と
あ
わ
れ
な
こ
と
か
。

　

塵
芥
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
「
彼
處
」
も
「
此
處
」
も
、
實
は
、
寶
の
山
だ

っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
氣
が
付
か
な
か
っ
た
わ
が
詩
の
何
と
あ
わ
れ

な
こ
と
か
。

自
分
の
目
の
歬
に
あ
る
現
實
が
、
實
は
、
す
べ
て
美
の
た
め
の
存
在
だ
っ
た
こ

と
に
、
彼
は
氣
づ
い
た
。
そ
の
瞬
閒
、
石
こ
ろ
や
か
わ
ら
け
は
、
輝
け
る
現
實
に

變
貌
し
た
。
こ
の
現
實
を
異
化
さ
せ
る
視
線
こ
そ
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
視
線
で
あ
る
。

楊
雲
萍
は
、
詩
が
言
葉
で
は
な
く
、
現
實
を
異
化
す
る
視
線
で
あ
る
と
い
う
衟
理

を
悟
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

楊
雲
萍
の
こ
の
視
線
が
、
そ
の
後
も
彼
の
中
で
生
き
續
け
て
い
た
こ
と
は
、
一

九
七
六
年
、自
身
の
學
生
で
あ
る
林
瑞
朙
の
求
め
に
應
じ
、彼
の
詩
集『
失
落
的
海
』

（
環
宇
出
版
社
、一
九
七
六
年
）
の
た
め
に
書
か
れ
た
序
文
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

序
文
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。

「
始
め
に
言
葉
（logos

）
が
あ
っ
た
。」（
㊟
）

㊟
：logos

を
「
衟
」
と
譯
さ
な
か
っ
た
の
は
、
大
き
な
誤
譯
で
あ
る
；

logos

を
「the w

ord

」（
神
の
言
葉―

引
用
者
㊟
）
と
し
な
か
っ
た
の
は
、

　

さ
ら
に
大
き
な
誤
解
で
あ
る
。
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楊
雲
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二
〇
三

『
文
藝
臺
灣
』、『
華
麗
島
』
な
ど
に
揭
載
さ
れ
た
幾
篇
か
の
詩
に
過
ぎ
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
そ
の
批
評
は
、
見
事
に
正
鵠
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。龍

瑛
宗
の
い
う
古
さ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
西
川
滿
の
詩
集
『
媽
祖
祭
』（
一
九
三
五
）

に
見
え
る
よ
う
な
、
擬
古
的
な
古
さ
で
は
な
く
、
體
質
的
な
古
さ
で
あ
る
。
そ
れ

は
、文
言
詩
の
詩
法
を
ご
く
自
然
に
應
用
し
て
表
現
さ
れ
る
日
本
語
詩
の
詩
學
が
、

龍
瑛
宗
に
與
え
た
印
象
で
あ
っ
た
。
古
風
な
文
言
詩
の
詩
法
と
、
銳
い
頭
腦
が
も

た
ら
す
自
己
批
評
が
日
本
語
と
い
う
場
で
結
び
つ
い
た
の
が
、
楊
雲
萍
の
日
本
語

詩
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
楊
雲
萍
の

か
つ
平
易
に
書
か
れ
た
日

本
語
詩
は
、
そ
れ
ゆ
え
や
や
も
す
る
と
物
足
り
な
い
印
象
を
讀
者
に
與
え
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
楊
雲
萍
ひ
と
り
の
問
題
で
あ
る
よ
り
は
、

か
つ
平
易
に

書
か
れ
た
詩
が
共
㊒
す
る
、
避
け
て
通
れ
な
い
運
命
で
も
あ
る
。

　

錢
鍾
書
（
一
九
一
〇―

九
八
）
は
梅
堯
臣
の
詩
を
評
し
て
、「
平
易
さ
は
し
ば
し

ば
勁つ
よ

さ
に
缺
け
、
淡
泊
さ
は
し
ば
し
ば
味
を
無
く
し
て
い
る
」（『
宋
詩
選
註
』）
と

言
う（
（（
（

。
こ
の
語
を
そ
の
ま
ま
、
楊
雲
萍
の
幾
つ
か
の
日
本
語
詩
の
評
に
用
い
る
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。
同
樣
の
印
象
を
楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
に
見
出
す
こ
と
は
、
決
し

て
困
難
で
は
な
い
か
ら
だ
。

し
か
し
、
そ
の
う
え
で
尙
、
本
稿
は
、
楊
雲
萍
の
白
話
詩
（

事
詩
に
限
る
）

や
日
本
語
詩
に
見
え
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
表
現
の
創
造
性
を
認
め
、
臺
灣
モ
ダ
ニ
ズ

ム
詩
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る（
（（
（

。

　

㊟
（
１
）　

許
☃
姬「
忘
年
之
交―

獻
堂
仙
與
雲
萍
師
」（『
楊
雲
萍
全
集
８ 

㊮
料
之
部（
二
）』

國
立
臺
灣
文
學
館
、
二
〇
一
一
年
、
所
收
、
以
下
『
楊
雲
萍
全
集
』
か
ら
の
引
用
は

『
全
集
』
と
略
記
）
は
、
楊
雲
萍
の
舊
詩
「
東
京
別
三
弟
」
に
基
づ
き
、
一
九
三
三

年
四
⺼
に
歸
臺
し
た
と
す
る
。
林
春
蘭
『
楊
雲
萍
的
文
化
活
動
及
其
精
神
歷
程
』（
臺

南
市
立
圖
書
館
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
一
九
三
二
年
歸
臺
と
す
る
が
、
本
稿
は
許
說

に
從
う
。

（
２
）　
「《
灌
園
先
生
日
記
》
中
楊
雲
萍
之
相
關
㊮
料
」
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
⺼
八

日
の
條
、
十
⺼
十
一
日
の
條
（『
全
集
８
』
一
四
七
、一
四
八
頁
）
參
照
。

（
３
）　

林
春
蘭
『
楊
雲
萍
的
文
化
活
動
及
其
精
神
歷
程
』（
歬
出
）、
扉
の
寫
眞
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
は
「
少
年
楊
雲
萍
」）
參
照
。

（
４
）　

張
恆
豪
「
詩
般
的
美
感
與
深
意
」『
全
集
８
』
三
一
八
頁
、
張
炎
憲
「
楊
雲
萍
敎

授
的
詩
情
與
歷
史
」『
全
集
８
』
三
三
〇
頁
、
林
瑞
朙
「
臺
灣
新
文
學
運
動
的
兩
匹

駿
馬―

賴
和
與
楊
雲
萍
」『
全
集
８
』
三
八
四
頁
な
ど
。

（
５
）　

林
瑞
朙
「
兩
種
臺
灣
文
學
史―

臺
灣V.S.

中
國
」、『
臺
灣
文
學
硏
究
學
報
』
第
七

朞
、二
〇
〇
八
年
、㊟
釋
一
一
、一
一
七
頁
參
照
。
本
論
文
の
存
在
は
、邱
昱
翔
氏
（
大

阪
市
立
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
後
朞
博
士
課
程
在
籍
）
に
ご
敎
示
い
た
だ
い
た
。

（
６
）　

楊
雲
萍
の
文
學
創
作
は
『
全
集
１　

文
學
之
部
（
一
）』
及
び
『
全
集
２　

文
學

之
部
（
二
）』
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
『
山
河
』
以
外
の
テ
ク
ス
ト
は
、
基

本
的
に
『
全
集
』
に
依
據
し
、必
要
に
應
じ
て
原
載
誌
を
參
照
し
た
。
た
だ
、『
全
集
』

の
作
品
の
分
類
、
配
列
に
は
な
お
一
考
を
要
す
る
點
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
一
陳
人

之
手
記
」
や
「
那
一
天
的
老
冉
」
は
、朙
ら
か
に
小
說
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
散

文
雜
論
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
歬
者
は
日
記
形
式
の
中
國
語
文
言
小
說
で
あ
り
、

後
者
は
中
國
語
白
話
小
說
で
あ
る
。
特
に
歬
者
は
、
魯
迅
の
「
狂
人
日
記
」
の
歬
言

を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
よ
う
な
歬
言
部
分
を
持
つ
枠
小
說
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
日
記
形
式
の
日
本
語
小
說
「
部
落
日
記
」
と
對
を
な
し
、
彼
の
文
學
創
作
の
獨

創
性
を
示
す
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
な
お
、
林
瑞
朙
「
楊
雲
萍
及
其
小
說
」（『
全
集
８
』

所
收
）
な
ど
は
、「
一
陳
人
之
手
記
」
を
小
說
と
見
な
し
て
い
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
〇
四

（
７
）　

林
瑞
朙
「
山
河
初
探―

楊
雲
萍
」、『
臺
灣
文
藝
』
第
八
八
朞
、一
九
八
四
年
、『
全

集
８
』
所
收
、「
楊
雲
萍
的
文
學
與
歷
史
」、『
文
學
臺
灣
』
第
四
五
朞
、
二
〇
〇
三
年
、

『
全
集
１
』
所
收
。

（
８
）　

葉
笛
「
眞
實
與
歷
史―

詩
人
楊
雲
萍
的
『
山
河
』
集
和
『
新
山
河
集
』」、『
創

世
記
詩
刊
』
第
一
三
〇
朞
、
二
〇
〇
二
年
、『
全
集
８
』
所
收
。

（
９
）　

唐
顥
藝
「
日
本
統
治
朞
臺
灣
に
お
け
る
楊
雲
萍
の
詩―

白
話
詩
と
日
本
語
詩
集

『
山
河
』
を
中
心
に―

」、『
日
本
臺
灣
學
會
報
』
第
九
號
、
二
〇
〇
七
年
。
以
下
、

「
唐
二
〇
〇
七
」
と
略
。

（
10
）　

唐
顥
藝
「
戰
爭
と
詩
、
戰
爭
の
詩　

楊
雲
萍
四
〇
年
代
の
文
學
活
動
を
中
心
に
」、

濱
田
蔴
矢
・
薛
元
化
・
梅
家
玲
・
唐
顥
藝
編
『
漂
泊
の
敍
事　

一
九
四
〇
年
代
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
分
裂
と
接
觸
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
。
以
下
、「
唐
二
〇
一
五
」

と
略
。

（
11
）　

下
村
作
次
郞
『
文
學
か
ら
見
た
臺
灣
』（
田
畑
書
店
、
一
九
九
四
年
）
第
一
〇
六

頁
補
㊟
（
六
）
に
、
楊
雲
萍
が
自
分
の
小
說
に
は
川
端
康
成
の
影
響
が
あ
る
と
語
っ

た
と
い
う
下
村
氏
の
記
述
に
對
す
る
龍
瑛
宗
か
ら
の
應
答
（
下
村
氏
へ
の
私
信
）
が

引
用
さ
れ
て
い
る
。「
日
文
作
家
は
朙
ら
か
に
日
本
文
學
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

楊
雲
萍
さ
ん
は
川
端
よ
り
も
、
む
し
ろ
三
好
逹
治
さ
ん
が
强
い
ら
し
い
の
で
す
」。

恐
ら
く
龍
瑛
宗
は
、
三
好
逹
治
の
戰
爭
詩
と
戰
後
の
能
天
氣
振
り
を
あ
ま
り
知
ら
ず

に
こ
う
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
好
の
傳
統

的
な
感
性
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
風
の
共
存
が
楊
雲
萍
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
思
わ
れ
る
。
三
好
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
嶋
岡
晨
「
三
好
逹
治
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」『
立
正
大
學
敎
養
部
紀
要
』
第
二
四
號
、
一
九
九
一
年
、
參
照
。

（
12
）　
「
斷
章
」（『
先
發
部
隊
』
創
刊
號
、
一
九
三
四
年
七
⺼
）
に
見
え
る
「
文
學
史
上

㊒
一
齣
喜
劇
、
以
自
然
主
義
（N

aturalism

）
認
做
是
廹
（
追
）
求
眞
實
的
一
切
的

那
一
齣
喜
劇
。」
や
「
不
懂
的
異
常
、
虛
僞
、
例
外
、
才
是
眞
實
、
不
可
以
語
眞
實
、

雖
然
、
我
們
願

、
或
是
不
願

。」
と
い
っ
た
文
章
に
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
文
學
が

世
界
の
眞
實
を
表
現
可
能
だ
と
す
る
こ
と
に
對
す
る
强
い
懷
疑
が
示
さ
れ
て
い
る

（
但
し
「
不
可
以
語
眞
實
」
が
う
ま
く
理
解
で
き
な
い
）。

（
13
）　

楊
雲
萍
の
日
本
語
詩
は
、
單
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
山
河
』（
淸
水
書
店
、

昭
和
一
八
年
）
と
、
光
復
後
に
編
ま
れ
未
刊
の
原
稿
の
ま
ま
殘
さ
れ
て
い
る
『
山

河
新
集
』（
未
見
）
と
が
あ
る
。
後
者
は
歬
者
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
（
唐

二
〇
一
五
）。『
全
集
１
』
は
、
こ
の
兩
者
を
收
め
る
が
、
收
錄
さ
れ
た
詩
の
基
づ
く

テ
ク
ス
ト
が
い
ず
れ
な
の
か
が
朙
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、『
山
河
』
の
テ
ク

ス
ト
と
『
全
集
１
』
の
テ
ク
ス
ト
と
の
閒
に
異
同
が
あ
る
場
合
、
單
な
る
誤
植
な
の

か
、『
山
河
新
集
』
に
基
づ
い
た
修
正
版
な
の
か
が
不
朙
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
山
河
』

所
收
の
詩
は
そ
の
影
印
本
に
據
り
、
未
收
の
作
の
み
『
全
集
１
』
に
據
る
。

（
14
）　

楊
雲
萍
「
吟
草
集
」、『
人
人
』
創
刊
號
、
一
九
二
五
年
。

（
15
）　

林
瑞
朙
「
楊
雲
萍
的
文
學
與
歷
史
」（
歬
出
）。

（
16
）　

原
文
「
漆
着
的
黑
墨
々
的
雲
團
破
了
麼
？ 

咦
─
─
！ 

那
末
、
像
死
屍
的
膚
色
般

的
⺼
痕
？ 

唉
！ 

唉
！ 

來
了
！ 

來
！ 

魔
婆
底
倨
傲
地
冷
笑
─
─
、
靑
牙
、
舌
焰
、

狂
風
！ 

墨
雲
溶
解
在
鮮
血
、
泙
湃
這
血
管
裏
了
！ 

腦
袋
撞
着
那
冷
固
的
⺼
兒
！ 

唉
！ 

急
！ 

急
！ 

那
、
那
、
閃
々
的
燐
光
─
─
？
」。
な
お
、
原
載
誌
の
「
撞
」
は

不
鮮
朙
。『
全
集
１
』
は
「
撞
」
を
「
操
」
に
作
る
。

（
17
）　

廢
名
「
談
新
詩
（
新
詩
講
義
）」『
廢
名
集
』
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、

一
六
一
〇
、一
六
一
一
頁
。

（
18
）　

原
文
「「
邱
家
的
姊
々
昨
天
和
人
婚
約
。」
／
「
潘
家
的
姊
々
今
兒
完
聘
。」
／
「
郭

家
的
姊
々
朙
天
要
嫁
去
。」
／
我
一
度
聽
著
這
樣
的
消
息
、
／
我
的
心
兒
便
一
度
淡
々

地
酸
寂
起
來
！
／
／
她
們
雖
然
和
我
完
全
沒
相
干
、
／
但
是
這
個
酸
寂
是
沒
理
由
而

存
在
的
…
…
。」。

（
19
）　

原
文
「
這
篇
是
那
一
夜
、
剎
那
的
我
的
感
想
。
那
時
不
知
怎
麼
緣
故
、
在
夢
中
聽

着
沙
沙
的
落
葉
、
驀
然
似
感
着
一
種
不
可
思
議
的
衝
動
、
像
夢
遊
病
者
般
的
狀
態
、

跳
出
床
來
、
─
─
徬
徨
─
─
、
把
筆
信
手
亂
動
、
那
末
就
成
了
這
篇
。
我
也
不
知
自



古
風
な
臺
灣
モ
ダ
ニ
ス
ト―

楊
雲
萍

二
〇
五

己
所
寫
、然
而
這
懷
疑
時
代
的
我
、對
這
篇
不
知
甚
麼
的
文
字
、卻
不
忍
無
條
件
丟
去
。

若
㊒
些
聰
朙
人
、
說
而
笑
我
的
、
這
就
是
他
們
不
得
讀
書
之
衟
呵
！
」。

（
20
）　
「
鷄
肋
」『
文
藝
臺
灣
』
五
卷
一
號
、『
全
集
２
』
一
九
六
頁
。

（
21
）　
『
全
集
１
』
九
七
頁
。

（
22
）　
「
編
後
雜
記
」、『
人
人
』
創
刊
號
、
一
九
二
五
年
。

（
23
）　

大
東
和
重
『
郁
逹
夫
と
大
正
文
學　
〈
自
己
表
現
〉
か
ら
〈
自
己
實
現
〉
の
時
代
へ
』

（
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
二
年
）
第
一
章
參
照
。

（
24
）　
「
無
題
錄
（
二
）」、『
人
人
』
第
二
號
、
一
九
二
五
年
、
七
頁
。

（
25
）　
「
無
題
錄
」、「
⺼
下
」
後
記
（『
臺
灣
民
報
』
二
卷
一
一
號
、
一
九
二
四
年
）。

（
26
）　
「
卷
頭
辭
」、『
人
人
』
第
二
號
、
一
九
二
五
年
。

（
27
）　

丹
治
愛
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
學
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
、
五
頁
、
一
二
頁
。

（
28
）　

下
村
作
次
郞
『
文
學
で
讀
む
臺
灣
』
田
畑
書
店
、
一
九
九
四
年
、
六
三
頁
。

（
29
）　
「
我
們
的
「
等
路
」―

臺
灣
的
文
學
與
學
術
」、『
民
報
』
第
五
四
號
、
一
九
四
五

年
一
二
⺼
、『
全
集
２
』
二
二
九
頁
。

（
30
）　

黃
英
哲
『
臺
灣
文
化
再
構
築
一
九
四
五
～
一
九
四
七
の
光
と
影
』（
創
土
社
、

一
九
九
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
臺
灣
省
行
政
長
官
公
署
行
政
長
官
で
あ
っ
た
陳
儀
が
、

臺
灣
の
精
神
建
設
を
初
め
て
公
に
し
た
の
は
、
一
九
四
五
年
一
二
⺼
三
一
日
の
ラ
ジ

オ
放
送
に
お
い
て
で
あ
っ
た
（
二
六
頁
）。

（
31
）　
「
臺
灣
文
藝
界
こ
の
一
年
」、『
臺
灣
時
報
』
第
二
七
六
號
、
一
九
四
二
年
一
二
⺼
、

『
全
集
２
』
一
五
七
頁
。

（
32
）　
『
山
河
』
淸
水
書
店
、
昭
和
一
八
年
、
三
六
、三
七
頁
。
引
用
は
、『
臺
灣
詩
集
』（
綠

蔭
書
房
、
二
〇
〇
三
年
影
印
、
五
五
四
、五
五
五
頁
）。

（
33
）　
『
山
河
』（
歬
出
）
二
〇
、二
一
頁
、『
臺
灣
詩
集
』（
歬
出
）
五
三
八
、五
三
九
頁
。

（
34
）　

小
川
環
樹
『
唐
詩
槪
說
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
頁
。

（
35
）　

松
原
朗
『
漢
詩
の
流
儀
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
序
章
參
照
。

（
36
）　
『
全
集
１
』
九
一
頁
、
一
九
四
四
年
五
⺼
二
六
日
。

（
37
）　
『
全
集
１
』
一
〇
一
頁
、
一
九
三
九
年
三
⺼
一
四
日
。
こ
の
詩
の
第
一
聯
と
第
三

聯
は
、
出
來
事
の
描
寫
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
實
の
描
寫
で
は
な
く
、
や
は
り
心

情
吐
露
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
38
）　

野
村
喜
和
夫
『
證
言
と
抒
情―

詩
人
石
原
吉
郞
と
私
た
ち
』
白
水
社
、

二
〇
一
五
年
、
八
五
頁
。

（
39
）　

林
瑞
朙「
楊
雲
萍
的
文
學
與
歷
史
」（
歬
出
）よ
り
引
用
。
原
文
は
次
の
通
り
。「「
太

初
㊒
語
言
（logos

）。」（
註
）／
註:

沒
㊒
把logos

譯
爲
「
衟
」、
更
大
的
誤
譯
； 

／
沒
㊒
把logos

作
爲「the w

ord

」、更
大
的
誤
解
。
／
歷
史
家
失
去
歷
史
而
歷
史
家
、

 

／
詩
人
失
去
詩
而
詩
人
・
・
・
・
・
・
」。
な
お
、
林
論
文
は
、
こ
の
序
文
に
對
し
、

「
長
年
か
け
て
、
私
は
よ
う
や
く
「
言
語

存
在
」
の
祕
密
、
さ
ら
に
「
言
語
衟
斷
」

（
言
語
で
の
表
現
不
能
）
を
も
體
得
し
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
葉
笛
論
文
（
歬
出
）

は
、
言
語
に
は
神
祕
的
な
力
が
あ
る
た
め
、logos

を
單
な
る
言
語
と
譯
し
た
こ
と

に
不
滿
を
述
べ
、「
歷
史
家
」
以
下
の
く
だ
り
に
つ
い
て
は
、「
眞
實
」
を
失
っ
た
歷

史
は
歷
史
と
な
ら
な
い
、「
志
＝
心
」
を
失
っ
た
詩
は
詩
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
る
。
林
瑞
朙
の
「
言
語
衟
斷
」
は
、
詩
は
方
法
で
あ
る
と
い

う
楊
雲
萍
の
詩
論
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

（
40
）　

龍
瑛
宗
「「
文
藝
臺
灣
」
作
家
論
」、『
文
藝
臺
灣
』
第
五
號
、昭
和
一
五
年
一
〇
⺼
。

（
41
）　

筧
文
生
㊟
『
梅
堯
臣
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
九
頁
。

（
42
）　

從
來
の
臺
灣
新
詩
史
で
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
開
始
を
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を

標
榜
し
た
風
車
詩
社
か
ら
語
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
當
時
發

表
さ
れ
て
い
た
新
詩
を
見
る
限
り
、
や
や
偏
っ
た
評
價
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
本
稿
は
、
風
車
詩
社
以
外
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
の
一
例
と
し
て
楊
雲
萍
を
取
り

上
げ
た
が
、
な
お
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
學
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
評
價
さ
れ
る
べ
き
文
學

者
は
複
數
存
在
す
る
。




